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平山健太郎
追記…「イスラム爆弾」の波紋
　インド、パキスタンの核実験は、国連安全保障理事会常任理事国5か国に
よる核兵器の独占的な管理体制を揺るがせ、世界の平和維持に新しい課題を
もたらしている。このうちパキスタンの核弾頭製造能力は、インドの広島級
原爆換算推定60個に対し、5個内外と比較的小さいが、イスラム諸国では初
めての核保有という意味で、とりわけ中東地域に波紋を投げ掛けている。
　rイスラム爆弾」という衝撃的な言葉を初めて導入したのは、70年代、パ
キスタンのブット首相（ブット女史の父親）であった。ヒンドゥー教徒の隣
国インドの最初の核爆発実験に対し、イスラムの国パキスタンも核武装が必
要であるという文脈でのキャッチフレーズであったが、中東では別の文脈で
この言葉が一人歩きを始めた。イスラエルの核兵器に対抗するイスラム教徒
の核爆弾という意味である。イスラエルの核兵器開発は、周辺のアラブ諸国
に対する兵力量での劣勢を補う手段として、60年代から着手され、73年の第
4次中東戦争の際、既に数発の核弾頭を保有していたと見られている。ヴェ
イルに包まれていたこれらの事情が、表面化したのは、1986年、イスラエル
南部ネゲブ砂漢の都市ベール・シェバ近郊にあるディモナの原子力研究所に
勤務していたイスラエル人の中堅技術者モルデハイ・ヴァヌヌが、パレスチ
ナ人に同情的な政治活動に加わったとして解雇された後、イギリスの新聞サ
ンデイ・タイムズに、自分も関係していた核兵器製造の内幕を暴露したから
である。ヴァヌヌは、国外でイスラエルの公安機関に逮捕されて連れ戻され、
国家機密漏洩の罪で終身刑を宣告され服役中だが、イスラエルが現在100個
ないし200個の核弾頭を保有しているという見方が現在では一般的である。
　このイスラエルの核兵器装備に対抗し、アラブ諸国のうちイラクが、早く
から核兵器の開発に乗り出し、その危険を封殺するため81年6月、イスラエ
ル空軍の戦闘爆撃機がバクダッド郊外のイラクのフランス製原子炉osirak
を爆撃して破壊したこと。その後もイラクが核兵器開発の努力を続け、湾岸
戦争での多国籍軍の空からの攻撃や、戦後の国連査察チームにより破壊ある
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いは解体されたことは、周知の事実である。また自力では核兵器開発の能力
を持たないリビァが、この点で潜在的能力を持っと見られてきたパキスタン
に、資金を提供する見返りに、核兵器を入手したいと持ち掛けたこともある。
　今回のパキスタンの核実験にっいて、アラブ諸国の反応はやや複雑なもの
であった。イスラム諸国でも核兵器開発が可能になったという誇らしさを務
めて抑えながら、イスラエルの核保有に対するアメリカのあい昧な態度が、
この地域の新たな核軍備の開発競争を持ち込むことになろうとする懸念が、
エジプト政府から表明され、湾岸産油諸国も大体同様の反応を示している。
　イスラエルは、N　P　T（核拡散防止条約）には調印しておらず、また自国
の核兵器保有にっいては、r先制使用はしない」と約束しているが、核兵器
の有無そのものにっいては、一切ノーコメントを繰り返すことにより、それ
自体を攻撃への抑止力と考えている。アラブ諸国やパレスチナ人との積極的
な和平推進論者であるシモン・ペレス前首相も、平和問題についてのアラブ
側知識人とのシンポジウムで、核兵器保有をめぐるこの意図的なあい昧さに
っいてr自衛上やむを得ない」態度であると弁明した上、中東全域に包括的
な平和が達成された後ならば、イスラエルが中東の非核地域構想に加わって
もよいと、含みのある発言をしている。（ペレス氏自身が国防次官や国防相
当時このイスラエルの核武装に尽力した経歴を持っ）。ネタニヤフ政権のも
と、中東和平プロセスが低迷、逆行している現在、インド、パキスタン両国
への国際社会による制裁が問題にされる場合、アラブ諸国の議論が、イスラ
エルの核をめぐるアメリカのダブル・スタンダードヘの強い不満を機軸に展
開しがちであるのは、理解出来るところだ。
　イスラエルが現在最も脅威と感じているのは、ソビエトの核の傘を失い、
イラクの核開発計画も去勢されたアラブ諸国ではなく、依然としてイランで
ある。イランのハラジ外相が、パキスタンの核実験後問もなくパキスタンを
訪れていることに神経を尖らせ、ロシア、中国、E　U諸国などが、イランに
核兵器開発に応用が可能な技術や機材、物質などを供給しないようアメリカ
政府に強く要請を重ねている。当のイランは、原子力研究の目的が発電など
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平和目的に限定されていると強調し、核兵器開発の意図はないと繰り返すか
たわら、ペルシャ湾岸ブシェールにある原子力発電所などへの、イスラエル
空軍機による予防先制攻撃の可能性を警戒している。イスラエルがアメリカ
から供給を約束されている行動半径1600キロのF－15　1型戦闘機爆撃機の
配備情況をとりわけ注目している。
（本学経営学部教授・NHK解説委員）
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